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掛川市教育委員会定例会議事録 
会 議 名 令和５年８月掛川市教育委員会定例会 

場  所 掛川市役所南館 会議室 

開催日時 令和５年８月25日（金） 午後１時00分時から午後３時59分まで 

出 席 者 教育長       佐藤嘉晃 

教育長職務代理者  戸塚忠治 

委員        橋山鈴代 

委員        馨 敏郎 

委員        田辺エミ 

教育部長           山梨 実 

こども希望部長        沢崎知加子 

教育政策課長         尾崎和宏 

こども給食課長        高塚茂樹 

学校教育課長         小関昌典 

図書館長           後藤晶子 

こども希望課長        石田梨江子 

教育部政策官         鈴木知子 

 

１ 協議事項 

(1) 令和５年９月補正予算（案）について   （教育部） 

(2) 掛川市学校再編計画の策定について （教育政策課）   

(3) 掛川市教育委員会の事務に関する自己点検・評価報告書について  （教育政策課） 

 

２ 報告事項 

(1) 「かけがわ教育の日」事業報告について (教育政策課)  

(2) 令和５年度 「我が家の“宝もの”～変わるものと変わらないもの～」の

募集結果について 

（教育政策課） 

(3) 制服メーカー認証状況について （教育政策課） 

(4) 部活動地域改革検討状況について （教育政策課） 

(5) 掛川市内小中学校のあらわれについて (学校教育課)  

(6) 掛川市内小中学校のあらわれについて【非公開】 (学校教育課)  

(7) 全国学力・学習状況調査の結果について (学校教育課)  

(8) 令和５年度中体連等東海大会・全国大会出場生徒選手チームについて （学校教育課） 

(9) 図書館だより（令和５年８月号）及びえ（ほ）んむすびについて （図書館） 

(10) 図書館利用者用公衆無線ＬＡＮの整備について （図書館） 

(11) 掛川市「オーガニックビレッジ宣言」と学校給食について （こども給食課） 

 

 

１ 開 会  

 

教育長：  

それでは、教育委員会の８月定例会を開会いたします。 

本日の議題は、協議事項３件、報告事項11件ございます。 

報告事項（６）については、非公開といたします。 

それでは、次第に沿って順次進めてまいります。 

 

２ 教育委員会７月定例会議事録の承認について 

   意見はなく、承認された。 

 

３ 事務報告及び行事予定報告 

教育部長から事務報告及び行事予定について、主な事項の説明があった。 
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４ 協議事項 

教育長：協議事項に移ります。協議事項(1)から説明をお願いします。 

 

(1) 令和５年９月補正予算（案）について 

教育部長から協議資料１のとおり説明があった。 

 

意見はなく、承認された。 

 

(2) 掛川市学校再編計画の策定について 

教育政策課長から協議資料２のとおり説明があった。 

 

委員 保護者から言うと、やはり地域でいろいろな思いがある。適正規模について、子供が

何人いて適正か、少し私たち保護者の感覚と違うのかなと、保護者アンケートを取ってい

ますが、「理想の学校アンケート」では、学級の適正な人数は、21 から 25 人となってい

ます。多人数になることで、適応できる子供はいいのですが、適応できない子供や支援学

級に通っている子供について、あまり記載がないのではないかという不安があります。ク

ラスの人数というのも、適正規模として決まっているのでしょうか。 

教育政策課長 義務教育では 35 人を上限としています。現在行われている授業の中で、グ

ループ型のものは４人から５人のグループが５つぐらいあると、それぞれの役割を固定化

せずにグループ内で回せるのではないかということもあり、保護者アンケートでも 25 人

から 30 人ぐらいまでの間であればという考えがあると思っています。次に、クラス数と

すると、固定化させないために、複数の２クラスか 3 クラスぐらいあるのが適正だと文部

科学省も考えています。ただ、地域性もありますので、必ずしも２クラスなければならな

いということではありません。例えば、イエナプラン教育などを取り入れて、多年齢構成

の中でいろいろな役割を担うという形の教育方針もあるものですから、教育方法を工夫す

ることでサポートが可能ではないかと考えています。ただ、あまりにも過大になってしま

いますと、管理がしづらくなってしまい、学校が荒れてくるということも過去にありまし

たので、市とすると、千人は上回らない形で、１学級 30 人程度で、それが９学年あると

ころをベースとして、おおむね、適正規模ということで考えています。ここでは方針を出

しているものですから、当然、政策的に行う学校の再編方針と実際に学校を運営する学校

教育課の方針もありますので、子供の人数をしっかり踏まえて、両課でも検討しながら進

めていきたいと考えています。 

委員 小規模の学校の親とすると、多い方に対する弊害というか、多いことのデメリットの

方をどうしても考えてしまいます。他の県でクラスの人数を 25 人以下にすると決めた教

育委員会があると聞いています。静岡県は 35 人で少ないというように聞いていますが、

やはり大きくなることへの不安をどのように解消していくのかということや、35 人以上

にはならないというように考えるのか、どうなのでしょうか。 

教育部長 適正規模といったときに、クラスの人数、学年の人数、学校全体の規模の三つが

あると思います。学年の人数でいうと、文部科学省の基準でいう学年 2 クラスか 3 クラス

ぐらいが適正でしょうという指針が示されています。学校全体の規模でいうと千人を超え

ると大規模と認識していて、それ以下になるような組み合わせを考えていかなければなら
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ないと思います。クラスの人数が、果たして何人が適正なのかというのは、なかなか決め

られないところもあって、静岡県は国基準値 40 人に対して 35 人となっています。保護者

はアンケートで 20 人から 30 人ぐらいがいいと答えているのですが、35 人学級は最大値

が 35 人であって、36 人になって２クラスにわかれると 18 人になります。35 人学級は常

に 35 人いっぱいで、36 人になると、次のクラスが 1 人になるということではなくて、な

らしていくと、大体 20 人から 30 人の間に収まるというケースが多いということです。逆

に浜松市は政令市で少し特殊なことを進めていて、浜松式の 30 人学級です。31 人の時は

分けると 15 人で小さすぎてしまうので割らない。70 人の時も割らず、必ず 18 人以上に

なるようにしています。そういうところを見ると、クラスのグループ分けとか、今の授業

の進め方やグループ編成から考えると、18 人ぐらいはいないと授業展開ができないので

はと考えています。あまり細かくして、先ほど 22 人という話がありましたが、それです

と分かれたときに、11 人のクラスになってしまい、授業が成り立つのかという心配もあ

ります。 

 

委員 統廃合で統合して、クラスが適正の人数になったときに教室が足りなくなるとか、支

援学級対象の子供が増えたりして、教室が足りなくなってしまうということも考えられる

のですか。 

教育政策課長 具体的に言うと複式学級となる原田小については、原谷小の中で収まると考

えています。それからもう一つが近いうちに複式学級が考えられるところでは、日坂小が

ありますが、そこも東山口小で収まると考えています。実際、中小に複式学級が発生した

ときには、土方小でも佐束小でも全てを受けきれないので、それについては、再編をもっ

て解消に務めるという考え方をしています。 

委員 パブリックコメントを見ると、複式学級の心配がある小規模の学校の人の意見かなと

わかるのですが、その方たちは、実際にその学校でボランティアや草刈りをしてくれてい

たり、いろんな活動に本当にがんばってしてくださっているので、やはりその方たちが、

統廃合した後も引き続きその学園の中で同じように関わってくださるようになっていくこ

とが大事なのではないかと思います。そのように進めてくれるといいなとパブリックコメ

ントを見て思いました。 

教育政策課長 検討委員会を立ち上げてからは、対話型でできるだけ情報を出して巻き込む

形で進めて行きたいと考えています。実際に合併に着手してみないとなんとも言えないと

ころもありますが、初めから決まった計画やスケジュールで承認をいただきたいという形

で進めるつもりはありませんので、地域・保護者の考えに気を配りながら進めたいと思い

ます。 

教育長 承認いただければ、ホームページ上に掲載されますので、市民の方々がそれを見て、

意見をいただくようになるのかもしれません。 

委員 整理が進んでいるところで 2 番目の掛東学園で掛一小も含まれているのですが、その

後 10 年後、2033 年という数字が出ています。この再編計画が出るときに、当該地区に住

んでいる人にはどうやって進めるのかということが同時にわかるといいかなと思います。

対話型ということですが、どこまで、誰が、どんなアイディアを出すのかということがま

だ見えない。それは一概に言えないのかもしれないですし、具体的な候補地とか用地も決

まってないという話かもしれませんが、やはり当該地区の者としては、よくわからないと

思いますので、もっと具体性が欲しいと思います。 
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教育政策課長 原野谷学園は進め方まで決まっていて、城東学園は呼びかけをしていますが、

まだもう少し発信が必要というところです。掛東学園が一番中途半端な状態で、待ってい

ることになっています。「ちょっと待ってください」または、「こういう感じで進めます」

と言いに行くか微妙なところだと思います。 

教育長 これから地区集会がありますので、声を拾いたいとは思っています。 

委員 学校を統廃合するに当たってトイレなど学校の中の環境を良くしていくことや、県特

別支援学校に通われている子供がもし地域で学びたいといったときに対応できるように、

その方たちの声、こういうものがあったら地域の学校に通えるかもしれないという声を拾

っていくことも必要かなと思いました。 

教育政策課長 基本的設計に関しては多分ユニバーサルデザインを考慮した形になります。

最近に建てた中央小よりもさらに機能の良い物ができています。多目的なトイレの考え方

も違うレベルになっていますので、そういった施設整備ができる中で、戻りたいというお

話があるのでしたら、実際に受け入れ可能かも話をしていきたいとは思います。 

委員 原野谷学園は先陣を切って始めるわけですが、その様子を常に他の学園にもわかるよ

うにしていかないといけないと思います。私は県立高校に行って直接再編整備に関わった

者ですから、現場というか学校でどういうふうな流れでというのはある程度イメージが湧

くのですが、地域って誰なのか、地域の代表って誰になるのかということもいろいろあっ

たりします。ただ、教育委員会側が住民に説明するときは、必ず大きな批判が来て、当時

も、県教育委員会から来た担当の指導主事は本当に気の毒な思いをして帰って行ったとこ

ろがあります。そういった一つ先例があると、他の地域や他の学園にも伝わって、イメー

ジが湧きやすいというのがあると思いますので、情報は常に伝えてもらいたいと思います。 

教育政策課長 かなりモデルケースということで、できるだけ情報発信をして進めていきた

いと思います。 

その他意見はなく、承認された。 

 

(3) 掛川市教育委員会の事務に関する自己点検・評価報告書について 

学校教育課長から協議資料３のとおり説明があった。 

 

委員 良い評価をもらっていると思うのですけども、図書館の課題のところで、図書館を赤

ちゃん、お年寄り、ホームレスや不登校児童生徒の居場所ということで、ここでホームレ

スと書いてあるのですが、評価した人たちはいいと思ってこの言葉を使ったのでしょうか。

図書館の役割というのが、そこにずっとホームレスの方がいるわけではないでしょうけれ

ども、居場所のない子供たちとか大人が日中は図書館へ来て過ごすことを多様化というこ

とで言っているので、この辺は評価した方に聞いているのですか。 

教育政策課長 ちょうど時期的に熱中症対策が言われているところもあるので、公共施設が

避難場所としているような意味合いではないかと、ホームレスの居場所としてということ

ではないと考えてはいます。 

図書館長 実際に、ホームレスの方はいらっしゃいます。少し落ち着いたのですけど、ニオ

イ対策とかはしています。図書館は一般的にはホームレスの方が来るところではないいう

イメージだと思われますが、実際は来る場所だということです。 

教育部長 そういった点も含めて、図書館のあり方を考えていかないといけないという意味

では課題としては認識しています。 
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委員 以前、見学に行ったシリウスのようないろんな機能を持った図書館というのは素晴ら

しいと思うのですが、なかなかあのような図書館を創るとすると相当お金をかけないとい

けないし、場所の設定とかもありますので、現有の図書館をどのように改善していくかと

いうことは課題だと思います。 

委員 教育委員会はとてもよく動いていらっしゃる市役所の組織と思いますので、高評価だ

ったということはぜひお伝えいただきたいと思います。いつもすごく良い取り組みだなと

思っています。 

教育政策課長 次回の文教厚生委員会でも報告して公表することになっています。 

委員 現場の先生が、園の先生と学校の先生とで同じ研修を受けるような機会はあるのでし

ょうか。 

学校教育課長 あります。架け橋プログラムは令和４年度から令和 6 年度の 3 年かけて桜木

小と大坂小で行っていて、それを市全体に広げていくことを狙いとしています。これまで

も、幼稚園連絡会的なことは各小学校区で行い、幼稚園、幼保園と連携で、情報交換や報

告をしたり、オンライン研修等、それぞれの学校でやり方が違いますが、様々な研修はし

ています。例えば、私が昨年度いた学校でも、ひだまりから来るお子さんが大変多い学校

だったので、情報交換を積極的に行っていました。実際、小学校に上がってくる子供たち

の特性を理解して、どのような支援が必要なのかということを小学校側の目線で体制を整

えるという意味で、大変効果があったと考えています。 

委員 研修というと保護者がそういうお話を聞く機会があまりないなと思います。保護者支

援として、家庭と学校で共通で理解できるような同じような研修を受けた上でお話すると、

保護者もすっきりするのかなと思います。かけがわ乳幼児教育未来学会はいろいろ勉強に

なるので、保護者さんたちも一緒に受けることができたらいいなと思います。 

こども希望部長 掛川市は私立の園を増やし、今94％ぐらいが私立の園です。かけがわ乳

幼児教育未来学会は、そういう方向性に舵を切った時点で、どこの園でも同じ保育教育な

どを子供さんに提供できるように努めています。市内全園がかけがわ乳幼児教育未来学会

に入って、先生方が研究者の方たちと一緒に学んでいくことを目的としていますので、そ

の研修運営費用として、先生方は500円の会費を払っています。それと園の協賛金と市の

補助金で運営しています。ただ、保護者支援というところも課題と考えていますので、理

事の先生方には、保護者支援という立場で何か研修会をやって頂けないかというお願いは

しています。また市としても、保護者支援というところは考えていきたいと思います。 

その他意見はなく、承認された。 

 

５ 報告事項 

  

(1) 「かけがわ教育の日」事業報告について 

教育政策課長から報告資料１のとおり報告があった。 

 

 (2) 令和５年度 「我が家の“宝もの”～変わるものと変わらないもの～」の募集結果について 

教育政策課長から報告資料２のとおり報告があった。 

 

 (3) 制服メーカー認証状況について 

教育政策課長から報告資料３のとおり報告があった。 
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 (4) 部活動地域改革検討状況について 

教育政策課長から報告資料４のとおり報告があった。 

 

委員 地域クラブというのはこれからどんどん増えていって、営利団体でも公認の希望があ

れば受け入れていくのですか。 

教育政策課長 現在、公認には営利団体は含まないということになっていますが、それをど

こまで継続するかはわかりません。最終形態はほぼ習い事と区別がつかない形というのが

掛川地域クラブの形です。 

委員 保護者としては、クラブの内容と支払うお金のバランスとか情報が欲しいと思います

が、回数や時間といった活動内容や受講料のような情報は市の方からは出すのでしょうか。 

教育政策課長 金額は設けていません。例えば何かしらの高額な資材が必要であった場合に

は分割払の方法も設定されていると思われますので、それについては慎重に考えていきた

いと思います。現在、できるだけ利用料金を下げるように、学校とか公共施設を利用でき

るような方向で検討しています。指導者については、報酬をもらわない形にすると、結果

として厳しい状況になりますので、必ず事業継続性がある設定にしてもらうように指導し、

できるだけその金額を下げるために公共施設側が利用できるようにすることを考えていま

す。受益者負担はなかなかの金額になるのではと試算されます。 

委員 ホームページに、活動金もわかるようになると保護者としてはありがたいなに思いま

した。 

教育長 ホームページ掲載の形についてはこちらで検討していきますが、金額のことについ

ては、ここに載せるかどうかは各クラブのお考えもあります。我々が考えているのはあく

までも部活動ではないということ、部活動を廃止して循環型の持続可能な文化スポーツ活

動として、生涯学習の中に位置づけていますので、公認している団体は利益重視の団体で

はありません。だからといって、指導者がボランティアとして運営されるクラブが多くな

ってしまうと、金額が無料に近い状況となり、多くの子供たちがそちらに流れてしまうと

いうケースも考えられます。でも、金額も高いけど指導者が良くて、少しでも技術力を上

げて、それを高めていきたいという子供もいるかと思います。子供たちが自主性、自発的

な活動となることを、部活動と同様に大切だと考えていますので、金額で選ぶというより

も内容で選ぶということができるように進めていきたいと思っています。今後、団体が実

際に学校へ行って説明ができるようにしたいと思っています。金額を載せるか載せないか

は、クラブの側の考えも聞きながら検討していきたいということで、このことについては

預からせていただきたいと思います。 

 

（5）掛川市内小中学校のあらわれについて 

  学校教育課長から報告資料５のとおり報告があった。 

 

委員 夏休み明けに子供たちの自殺や不登校が増えると聞きますが、掛川市ではどうなので

しょうか。 

学校教育課長 全国的に、長期の休み明けは増える傾向にあります。市内の学校としては、

心配される児童生徒については声をかけたり、あるいは暑中見舞い的なお手紙で出したり、

場合によっては事前に顔を見て話をしたりしてくださっている先生方もたくさんいます。 
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委員 こころの相談ノートも増えるのでしょうか。 

学校教育課長 はい。  

教育長 夏休みや冬休みの長期休暇明けには、ほとんどの学校が生活アンケートを取ります。

また、タブレットの心の相談ノートも一緒に見ているのではないかと思います。 

委員 長期の休み明けの不登校に原因はないのではないかと思います。どんな子供も夏休み

が楽しかったからということだと思います。もっと学校が楽しくなるようにしていってほ

しいと思います。 

委員 熱中症の心配もあると思いますが、対策はどうでしょうか。 

学校教育課長 はい。夏休み中クーラーが効いた中で生活していたということもあります。

ＰＴＡの方に登下校の見守りをお願いしています。最初はやはり心配されるところですの

で、それぞれ気を配っていると思います。 

 

(6) 掛川市内小中学校のあらわれについて【非公開】 

学校教育課長から資料（非公開）のとおり報告があった。 

 

(7) 全国学力・学習状況調査の結果について 

学校教育課長から報告資料７のとおり報告があった。 

 

(8) 令和５年度中体連等東海大会・全国大会出場生徒選手チームについて 

学校教育課長から報告資料８のとおり報告があった。 

 

委員 中体連の結果ですが、例年、これほど多くの種目で東海大会に行っていましたか。 

教育部長 はい。例年と同じくらいです。 

教育長 地域クラブ設立連絡協議会のあいさつでも申し上げましたが、この大須賀中学校が

県大会で決勝の相手チームが藤枝のクラブチームでしたが、そのチームに北中の生徒が 2

人入っていました。まだまだクラブの枠というのは狭くて、県大会に出場できるのはクラ

ブチームだけの種目別大会で優勝したところだけです。大会出場という点では、まだまだ

狭き門なのですが、中学校の部活動が成り立たないところの子供は、クラブチームへ行く

ことになります。この北中の子供が藤枝のクラブチームに行った理由は、北中には女子バ

レー部があるのですが、藤枝のチームの指導者が良くて、自分は強くなりたい、もっと技

術を上げたいということで、藤枝まで行ったそうです。今後、掛川市の地域でもそのよう

な競技力を向上させていくクラブが立ち上がっていけば、わざわざ遠くまで行かなくても

近いところで活動できると思います。先ほどの話のように、金額よりも、クラブの運営方

針の中身で選んで欲しいということもありますので、我々もいろいろなクラブが立ち上が

るように努めていき、子供たちの選択肢が広がればと思っています。金額のことは、ご家

庭の考えになりますが、最終的には示さなければならないと思っています。 

 

(9) 図書館だより（令和５年８月号）及びえ（ほ）んむすびについて 

図書館から報告資料９のとおり報告があった。 

 

（10）図書館利用者用公衆無線ＬＡＮの整備について 

図書館から報告資料10のとおり報告があった。 
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（11）掛川市「オーガニックビレッジ宣言」と学校給食について 

こども給食課長から資料11のとおり報告があった。 

 

７ 閉 会 

 

    教育長：教育委員会８月定例会を閉会します。 

 

 

  



- 9 - 

 

 

 署 名 

 

  以上について、掛川市教育委員会会議規則第16条第３項の規定により署名する。 

 

   令和５年９月26日 

 

 

 

    教 育 長                           

 

 

 

    教 育長職務 代理 者 

 

 

 

    教 育 委 員 

 

 

 

    教 育 委 員 

 

 

 

    教 育 委 員 

 

 

 

    教 育 部 長 

 

 

 


